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は
じ
め
に

　
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
日
本
で
は
、
若
年
女
性
が
結
婚
す
る
際
に

縞
帳
を
も
っ
て
い
く
習
慣
が
残
っ
て
お
り
、
機
織
の
出
来
る
事
が
一

つ
の
「
嫁
入
り
技
術
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た 
 

。
他
方
で
、
一
九
世
紀

末
の
教
科
書
で
は
、
女
性
の
役
割
と
し
て
「
着
物
の
仕
立
様
上
手
に

て
、
料
理
の
あ
ん
ば
い
良
き
な
ど
は
、
女
の
功 
 

」
と
い
う
よ
う
に
仕

立
と
料
理
が
重
視
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
の
間
に
は
、
裁
縫
技
術

と
ミ
シ
ン
を
携
え
る
こ
と
が
結
婚
の
条
件
と
さ
れ
る
場
合
が
生
じ
て

い
っ
た
。
妻
に
要
求
さ
れ
る
技
術
は
織
る
こ
と
か
ら
縫
う
こ
と
へ
変

化
し
始
め
た
。
中
国
の
教
科
書
で
も
似
た
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
は

（
１
）（

２
）

た
や
す
い
。
中
日
を
問
わ
ず
、
二
〇
世
紀
前
半
の
女
子
教
育
に
求
め

ら
れ
た
一
つ
の
大
き
な
科
目
は
裁
縫
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
、
家
事
労
働
に
関
す
る
教
育
科
目
が
女

子
に
偏
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
裁

縫
に
集
中
し
た
か
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
二

〇
世
紀
前
半
の
中
国 
 

に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
小
学
校
教
科
書
と
、
同

時
期
に
開
講
さ
れ
た
女
学
校
の
授
業
科
目
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
母

親
の
家
事
労
働
と
女
子
の
学
校
教
育
の
両
方
で
重
視
さ
れ
た
裁
縫
が
、

世
界
的
な
繊
維
産
業
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き
、
ど
の
よ
う

な
意
義
を
も
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

（
３
）

【
特
集
２
】─〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
〕

二
〇
世
紀
前
半
の
裁
縫
教
育

　
　
　
─
上
海
に
お
け
る
小
学
校
教
科
書
と
女
学
校
授
業
科
目
を
中
心
に

─
岩
　
本
　
真
　
一
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以
下
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
清
末
民
初
期
に
経
営
方
針
や
教
科
書

編
集
上
の
対
立
が
あ
っ
た
上
海
の
教
科
書
会
社
二
社
か
ら
一
九
三
〇

年
代
に
出
版
さ
れ
た
小
学
校
教
科
書
で
あ
る
。
二
社
と
は
、
清
末
期

の
教
科
書
出
版
を
一
手
に
担
っ
た
商
務
印
書
館
と
、
民
国
成
立
後
の

一
九
一
二
年
に
教
科
書
改
革
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
中
華
書
局
で
あ

る 
 

。
対
立
二
社
と
も
に
共
通
す
る
母
親
像
を
提
起
し
て
お
り
、
小
学

生
用
の
国
語
教
科
書
の
単
な
る
文
章
に
も
当
時
の
経
済
史
的
状
況
が

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
ず
、
衣
服
生
産
ま
で
の
段
階
を
大
ま
か
に
把
握
し
よ
う
。

　　
你
這
一
件
布
衣
、
怎
麽
做
成
的
？

　
　
種
棉
、
紡
紗
、
織
布
、
裁
縫
、
成
這
件
衣
裳
、
要
用
許
多
人
工 
 

。

　「
あ
な
た
の
こ
の
服
は
ど
う
や
っ
て
で
き
た
の
で
す
か
？
」
と
い

う
問
い
に
対
し
、「
衣
服
は
、
繊
維
原
料
の
栽
培
、
紡
糸
、
織
布
、
裁

縫
の
過
程
を
経
て
成
立
し
て
お
り
、
こ
の
工
程
に
は
多
分
の
人
間
労

働
が
投
入
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
返
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
は
じ

め
に
」
で
触
れ
た
通
り
、
日
本
と
同
様
に
当
時
の
中
国
で
も
自
給
的

一
　
衣
服
生
産
と
女
性
家
族

─
一
九
三
〇
年
代
の
小
学
校
教
科
書
か
ら
─

（
４
）

（
５
）

な
家
庭
内
裁
縫
は
女
性
の
仕
事
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
裁
縫
は
女
子
教

育
の
重
要
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
位
置
づ
け
か
ら
一

歩
踏
み
込
み
、
繊
維
関
連
の
作
業
が
女
性
の
世
代
に
よ
っ
て
区
分
さ

れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
記
述
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。

姐
姐
會
織
布
、
妹
妹
會
紡
紗  
 

。（
姉
は
布
に
織
る
こ
と
が
で
き
、

妹
は
糸
に
紡
ぐ
こ
と
が
で
き
る
）

　
姉
妹
の
う
ち
、
姉
が
織
布
（
織
物
生
産
）
を
、
妹
が
紡
糸
（
糸
の
生

産
）
を
担
う
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
母
親
の
役
割
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
裁
縫
で
あ
る
。

　
　
煮
飯
、
縫
衣
服
、
洗
衣
服 
 

。

娘
在
燈
下
做
衣
裳
、
一
針
、
一
線
、
兩
手
忙
又
忙
。
我
穿
衣
裳
、

忘
不
了
娘 
 

。

　
一
点
目
の
中
華
書
局
版
教
科
書
で
は
、
料
理
、
裁
縫
、
洗
濯
の
三

項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
二
点
目
の
上
海
商
務
印
書
館
版
教
科
書

の
訳
は
、「
母
は
ラ
ン
プ
の
下
で
衣
装
を
つ
く
り
、
一
針
ご
と
に
一

つ
の
線
が
出
来
て
い
き
、
両
手
が
と
て
も
忙
し
い
。
私
は
服
を
着
る

た
び
に
母
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
で
あ
る
。

　
以
上
、
女
性
家
族
の
世
代
間
役
割
配
分
と
し
て
、
妹
の
紡
紗
、
姉

の
織
布
と
い
っ
た
子
供
の
仕
事
に
対
し
、
母
親
の
裁
縫
と
い
う
図
式

が
存
在
し
た
。

（
６
）

（
７
）

（
８
）
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二
　
上
海
の
女
学
校
授
業
科
目

　
さ
て
、
表
１
～
表
３
は
、
一
九
〇
七
年
に
章
程
が
公
布
さ
れ
た
女

子
初
等
小
学
堂
・
女
子
高
等
小
学
堂
・
女
子
師
範
学
堂
の
学
年
別
週

当
た
り
授
業
回
数
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
各
学
科
四
年
単
位
で
卒
業
と

さ
れ
た
。

　
表
１
・
表
２
に
あ
る
よ
う
に
「
女
紅  
 

」
は
、
初
等
三
年
で
「
简
易

之
缝
纫
及
通
常
衣
类
之
缝
法
」（
簡
単
な
裁
縫
と
通
常
衣
類
の
縫
い
方
）、

初
等
四
年
で
「
通
常
衣
类
之
缝
法
缮
法
」（
通
常
衣
類
の
縫
い
方
と
修

繕
方
法
）、
高
等
一
～
四
年
で
「
通
常
衣
类
之
缝
法
裁
法
缮
法
　
并
酌

（
９
）

授
各
项
手
芸
」（
通
常
衣
類
の
縫
い
方
と
修
繕
方
法
、
な
ら
び
に
種
々
の

手
芸
）
が
到
達
目
標
と
さ
れ
た
。
こ
の
「
手
芸
」
と
は
「
编
织
组
丝

□
□
刺
绣
造
花
等
」、
す
な
わ
ち
、
編
物
・
組
物
、
刺
繍
、
造
花
等
と

あ
り
、
地
域
事
情
に
よ
っ
て
開
講
が
取
捨
選
択
可
能
で
あ
っ
た  
 

。
表

３
の
女
子
師
範
学
堂
と
な
る
と
、「
女
紅
」
は
若
干
細
分
化
さ
れ
た
。

「
裁
縫
」・「
手
芸
」
は
初
等
小
学
堂
・
高
等
小
学
堂
の
「
女
紅
」
の
踏

襲
で
あ
り
、
こ
れ
に
家
計
簿
記
・
看
病
育
児
等
の
家
政
的
側
面
の
学

習
を
目
指
す
「
家
事
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る 
 

。

　
以
上
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
設
立
さ
れ
た
女
学
校
で
は
、
家
事
・
裁

縫
が
女
性
向
け
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
科
目
の
設
置

（
　
）
１０

（
　
）
１１

表１　女子初等小学堂各学科
四年間毎星期教授時刻

第四年第三年第二年第一年

 ２ ２ ２ ２修身

１４１４１２１２国文

 ６ ６ ６ ６算術

 ２ ２──女紅

 ４ ４ ４
 ４

体操

音楽

─図画

２８２８２４２４合計

出典：舒新城編『中国近代教育史資料』下冊（人
民教育出版社、１９６１年）８０５～８０６頁。

表２　女子高等小学堂各学科
四年間毎星期教授時刻

第四年第三年第二年第一年

２２２ ２修身

９９９ ９国文

４４４ ４算術

１１２ ２歴史

２２２ ２地理

２２２２格致
　１＊１１１図画

６６５５女紅

３３３３
体操

音楽

３０３０３０３０合計

出典：表１に同じ、８０６～８０８頁。
　注：第四年の「図画」は出典元の脱漏と考え

られるため、１と補足した。
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に
は
、「
な
ぜ
女
性
に
教
育
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
当
時
の
女
子

教
育
反
発
に
対
す
る
緩
衝
材
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た 
 

。「
奏
定
蒙
養

院
章
程
及
家
庭
教
育
法
章
程 
 

」（
一
九
〇
三
年
）
に
お
い
て
清
国
政
府

は
家
庭
教
育
を
も
取
り
上
げ
、
女
性
へ
の
教
育
の
必
要
性
を
多
か
れ

少
な
か
れ
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
前
節
で
み
た
姉
妹
の
織
布
・
紡
紗

作
業
は
家
事
労
働
で
あ
っ
た
が
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
彼
女
た
ち

に
裁
縫
技
術
の
習
得
が
期
待
さ
れ
た
。

三
　
上
海
愛
国
女
学
の
開
校
理
念
と
裁
縫
教
育

　
手
縫
い
・
ミ
シ
ン
縫
い
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
裁
縫
技
術
が
女
子
教

（
　
）
１２

（
　
）
１３

育
の
一
環
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

中
日
と
も
に
二
〇
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
国
で
は

男
女
を
問
わ
ず
日
本
へ
の
留
学
熱
が
高
ま
る
一
方
で
、
清
国

内
で
私
立
女
学
校
が
相
次
い
で
開
校
し
た
。
一
九
〇
二
年
か

ら
〇
七
年
に
か
け
て
設
立
さ
れ
た
女
学
校
数
は
約
六
〇
校
に

お
よ
び
、
開
校
最
多
地
域
は
上
海
と
江
蘇
省
（
と
も
に
九
校
）、

三
位
は
浙
江
省
（
六
校
全
て
杭
州
市
）
で
あ
っ
た
。
上
海
・

江
蘇
省
・
浙
江
省
で
計
二
四
校
（
四
一
％
）、
こ
れ
に
対
し
、

首
都
圏
域
で
あ
る
北
京
・
直
隷
・
天
津
で
は
計
七
校
（
一
二

％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
さ
て
、
大
半
の
学
校
の
開
講
科
目
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
、
中

国
の
国
民
教
育
、
そ
し
て
女
性
向
け
の
技
芸
が
混
ざ
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
一
九
〇
二
年
に
開
校
し
た
上
海
愛
国
女
学
は
、

中
国
教
育
学
会
（
蔡
元
培
会
長
）
や
政
府
機
関
の
江
南
財
政
局
な
ど

か
ら
財
政
援
助
を
受
け
た
学
校
で
あ
り
、
開
校
理
念
に
は
、
当
時
の

中
国
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
女
学
校
で
広
く
み
ら
れ
た
賢
妻
良
母
育

成
（
良
妻
賢
母
育
成
）
よ
り
も
む
し
ろ
、
女
性
解
放
や
民
主
革
命
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
に
あ
っ
た 
 

。
と
り
わ
け
即
効
性
の
あ
る
理
念
と
し
て

は
、
一
部
に
男
性
暴
動
者
育
成
（
愛
国
学
社
）
と
女
性
暗
殺
者
育
成

（
愛
国
女
学
）
と
い
っ
た
目
標
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り 
 

、
反
清
朝
・
旧

（
　
）
１４

（
　
）
１５

表３　女子師範学堂各学科
四年間毎星期教授時刻

第四年第三年第二年第一年

２２２２修身

１５３３３教育

─４４４国文

─２２２歴史

─２２２地理

２３４４算学

２２２２格致

１２２２図画

２２２２家事

３４４４裁縫

３４４４手芸

２２１１音楽

２２２２体操

３４３４３４３４合計

出典：表１に同じ、８１５～８１６頁。
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体
制
と
反
西
洋
と
い
う
べ
き
姿
勢
も
有
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
上
海
愛
国
女
学
の
学
科
・
科
目
構
成
を
み
る
と
、
旧

来
の
女
性
像
が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
当
校
は

速
成
師
範
科
・
女
工
伝
習
所
の
二
学
科
か
ら
構
成
さ
れ
、
文
系
・
理

系
に
分
か
れ
た
全
一
五
科
目
が
開
講
さ
れ
た
。
伝
統
的
な
教
育
科
目

に
比
べ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
が
、
家
事
・

手
工
・
裁
縫
科
目
も
開
講
さ
れ
て
お
り
、
女
性
に
伝
統
的
な
技
能
を

要
求
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　
以
下
は
、
上
海
愛
国
女
学
創
始
者
の
一
人
、
蔡
元
培
が
一
九
一
六

年
の
冬
に
愛
国
女
学
校
で
行
な
っ
た
演
説
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　
最
近
の
女
子
は
入
学
し
て
勉
強
を
し
は
じ
め
る
と
、
往
々
に

し
て
家
事
仕
事
に
は
骨
を
折
ろ
う
と
せ
ず
、
そ
れ
を
の
の
し
っ

た
り
さ
え
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
入
学
後
も
必
ず
、
家
庭
で
の

旧
習
の
う
ち
で
婦
徳
に
有
益
な
も
の
は
、
失
う
こ
と
な
く
保
持

し
続
け
る
べ
き
で
す
。
学
校
で
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
の
様
々
な
仕
事
の
中
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

条
理
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
教
育
を
う
け
な
い

者
に
比
べ
て
よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
た
と

え
ば
裁
縫
と
い
え
ば
、
以
前
は
寸
法
通
り
裁
断
す
る
だ
け
で
し

た
が
、
数
学
の
知
識
が
加
わ
れ
ば
、
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
も
の
が

可
能
と
な
り
ま
し
ょ
う  
 

。

　
女
学
生
が
家
事
労
働
を
蔑
視
す
る
傾
向
を
憂
い
、「
婦
徳
に
有
益
」

と
い
う
根
拠
を
用
い
て
学
校
教
育
（
裁
縫
教
育
）
と
家
事
労
働
（
裁
縫

労
働
）
と
を
関
連
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
中
国
の
女
学
校
は
女
学
堂  
 

が
端
緒
と
い
わ
れ
る
。
女

学
堂
の
創
始
者
で
あ
る
梁
啓
超
の
開
校
趣
旨
に
は
「
紡
織
絵
画
等
、

婦
学
所
必
需  
 

」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。「
紡
織
絵
画
等
」
に
裁
縫

が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
即
断
で
き
な
い
が
、
先
述
し
た
通
り
、
以
後

の
初
等
小
学
堂
・
高
等
小
学
堂
（
一
九
〇
七
年
章
程
公
布
）
で
は
「
女

紅
」
が
開
講
科
目
に
指
定
さ
れ
、「
简
易
之
缝
纫
及
通
常
衣
类
之
缝

法
」
と
い
っ
た
裁
縫
授
業
が
重
視
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
女
教
師
養

成
を
目
標
と
す
る
女
子
師
範
学
堂
（
一
九
〇
七
年
章
程
公
布
）
に
お
い

て
も
み
ら
れ
、
ま
た
、
上
海
愛
国
女
学
の
よ
う
に
先
見
的
・
開
明
的

な
学
校
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
　
裁
縫
教
育
の
意
義

　
同
時
代
の
中
日
に
お
け
る
職
業
学
校
・
専
門
学
校
の
染
織
教
育
と

比
較
し
た
場
合
、
裁
縫
教
育
の
特
徴
は
普
通
教
育
に
お
い
て
主
に
女

性
へ
課
さ
れ
た
点
に
あ
る
。

　
か
つ
て
、
北
洋
通
商
大
臣
で
あ
っ
た
李
鴻
章
は
銭
荘
経
営
者
の
経

（
　
）
１６

（
　
）
１７

（
　
）
１８
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元
善
ら
と
と
も
に
上
海
機
器
織
布
局
を
「
官
督
商
弁
」
と
し
て
設
立

し
た  
 

。
そ
の
創
設
目
的
は
綿
布
輸
入
阻
止
（
抗
英
）
に
あ
っ
た
。
一

八
九
〇
年
代
に
な
る
と
紡
績
部
門
の
国
産
化
（
抗
印
・
抗
日
）
も
経

営
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
企
業
体
と
し
て
は
紡
績
兼

営
織
布
へ
転
換
し
た  
 

。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
上
海
で
は
糸
と
布
の
生

産
、
す
な
わ
ち
紡
績
部
門
と
織
布
部
門
に
お
い
て
大
規
模
工
場
化
は

一
応
の
実
現
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
衣
料
品
部
門
は
政
府
や
民
間
の

間
で
大
規
模
工
場
化
す
る
動
き
は
み
せ
な
か
っ
た
。

　
二
〇
世
紀
前
半
を
通
じ
て
中
日
両
国
で
は
裁
縫
教
育
の
普
及
に
よ

り
賢
妻
良
母
（
日
本
で
は
良
妻
賢
母
）
像
が
形
成
さ
れ
始
め
た
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
当
時
の
繊
維
産
業
の
世
界
史
的
背
景
が

大
き
く
起
因
し
、
世
界
中
で
量
産
さ
れ
る
布
を
大
量
に
消
費
し
衣
料

品
と
し
て
生
産
し
う
る
産
業
予
備
軍
を
形
成
す
る
と
い
う
意
味
を
も

有
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
職
業
訓
練
・
職
業
教
育

以
上
に
学
校
教
育
と
い
う
経
路
に
対
し
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た

と
い
え
よ
う
。

む
す
び
に

　
国
語
教
科
書
は
読
書
の
訓
練
用
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
内
容
面
で
は
同
時
代
の
慣
習
や
中
心
産
業

（
　
）
１９

（
　
）
２０

に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代

の
民
国
期
に
出
版
さ
れ
た
教
科
書
か
ら
、
性
別
分
業
と
貨
幣
経
済
を

理
解
さ
せ
る
記
述
を
紹
介
し
、
本
稿
を
終
え
る
。

　
　
父
親
往
那
裏
去

　
　
　
母
親
説
「
我
们
吃
的
穿
的
、
是
那
裏
来
的
？
」

　
　
　
智
君
説
「
吃
的
是
母
親
煮
的
、
穿
的
是
母
親
縫
的
」

母
親
説
「
不
錯
、
但
是
都
要
銭
買
。
你
父
親
天
天
去
工
作
、

得
了
銭
、
才
能
買
吃
的
穿
的
呀
！ 
 

」

　
　（
訳
）

　
　
父
親
は
ど
こ
へ
い
く
の

母
曰
く
　
「
私
た
ち
の
食
べ
物
や
着
る
物
な
ど
は
、
ど
こ
か

ら
来
た
の
？
」

智
君
曰
く
「
食
べ
物
は
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
。
着
る

物
は
お
母
さ
ん
が
縫
っ
て
く
れ
た
よ
」

母
曰
く
　
「
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
な
い
わ
。
で
も
、
全
て
お

金
で
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
。
お
父
さ
ん

が
毎
日
仕
事
に
出
か
け
、
お
金
を
稼
い
で
、
は

じ
め
て
食
べ
物
や
着
る
物
を
買
え
る
の
」

〔
追
記
〕　
本
稿
で
は
、
衣
服
と
い
う
最
終
形
態
を
形
作
る
裁
縫
労
働
を

（
　
）
２１



195

取
り
上
げ
、
中
日
と
も
に
家
庭
内
で
は
そ
れ
が
主
婦
に
要
求
さ
れ
た

点
を
記
し
た
。
男
性
が
女
性
向
け
衣
服
を
仕
立
て
る
場
合
、
一
例
と

し
て
、
ウ
ォ
ン
・
カ
ー
ウ
ァ
イ
監
督
の
映
画
『
若
き
仕
立
屋
の
恋
』

（
原
題
『
手
』）
が
一
考
に
値
し
、
主
演
女
優
（
鞏
俐
）
が
仕
立
屋
の

男
性
奉
公
人
に
対
し
女
性
の
身
体
を
知
ら
な
い
と
上
手
に
縫
え
な
い

と
い
う
手
解
き
を
施
し
て
い
る
。

（
１
）　
福
井
貞
子
『
木
綿
口
伝
』（
第
二
版
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇

〇
〇
年
）、
同
『
絣
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
二
年
）。
福
井

は
、
縞
帳
・
織
物
や
織
機
を
蒐
集
・
分
析
し
、
近
代
日
本
の
機
織

り
女
性
の
生
活
を
様
々
な
著
書
で
活
写
し
て
い
る
。

（
２
）　
文
部
省
『
沖
縄
県
用
　
尋
常
小
学
読
本
　
巻
八
』（
一
八
九
九

年
）
三
一
丁
、「
第
十
八
課
　
女
の
心
が
く
べ
き
こ
と
」。

（
３
）　
本
稿
で
は
、
と
く
に
断
り
の
な
い
場
合
は
清
国
と
中
華
民
国
と

を
厳
密
に
は
区
分
せ
ず
、
当
該
時
期
を
総
称
し
て
中
国
と
し
た
。

（
４
）　
詳
細
は
沢
本
郁
馬
「
商
務
印
書
館
と
中
華
書
局
の
教
科
書
戦

争
」（
清
末
小
説
研
究
会
『
清
末
小
説
』
第
一
九
号
、
一
九
九
六
年

一
二
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）　
國
立
編
訳
館
編
纂
『
短
期
小
學
課
本
　
第
一
冊
』（
上
海
商
務

印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
四
一
頁
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
中
国

語
原
文
の
説
明
な
い
し
日
本
語
訳
に
あ
た
り
、
閻
立
氏
（
大
阪
経

済
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）
か
ら
漢
字
や
語
感
な
ど
の
丁
寧
な
説

明
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

（
６
）　
同
右
、
一
六
頁
。

（
７
）　
董
文
編
『
新
小
学
教
科
書
　
公
民
課
本
　
初
級
第
四
冊
』（
中

華
書
局
、
一
九
二
三
年
）
二
頁
。

（
８
）　
國
立
編
訳
館
編
纂
『
短
期
小
學
課
本
　
第
二
冊
』（
上
海
商
務

印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
九
頁
。

（
９
）　「
女
紅
」
は
裁
縫
や
刺
繍
な
ど
の
針
仕
事
を
指
す
。

（
　
）　「
学
部
奏
定
女
子
小
学
堂
章
程
」（
舒
新
城
編
『
中
国
近
代
教
育

１０
史
資
料
』
下
冊
、
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
六
一
年
）
八
〇
一
頁
。

（
　
）　「
学
部
奏
定
女
子
師
範
学
堂
章
程
」（
舒
新
城
編
『
中
国
近
代
教

１１
育
史
資
料
』
下
冊
）
八
一
五
頁
。

（
　
）　
石
川
啓
二
「
蔡
元
培
の
生
涯
と
教
育
思
想
」（
蔡
元
培
・
徐
特

１２
立
『
中
国
の
近
代
化
と
教
育
』
石
川
啓
二
・
大
塚
豊
著
訳
、
明
治

図
書
出
版
、
一
九
八
四
年
）。

（
　
）　
舒
新
城
編
『
中
国
近
代
教
育
史
資
料
』
中
冊
（
人
民
教
育
出
版

１３
社
、
一
九
六
一
年
）
三
八
五
～
三
九
二
頁
。

（
　
）　
上
海
愛
国
女
学
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
は
崔
淑
芬
『
中
国
女
子

１４
教
育
史
─
古
代
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
─
』（
中
国
書
店
、
二
〇

〇
七
年
）
一
七
七
頁
を
参
照
し
た
。

（
　
）　
石
川
啓
二
前
掲
論
文
。

１５
（
　
）　
蔡
元
培
・
徐
特
立
『
中
国
の
近
代
化
と
教
育
』
九
〇
頁
。

１６
（
　
）　
上
海
、
一
八
九
七
年
章
程
公
布
、
九
八
年
開
校
・
九
九
年
閉
校
。

１７
（
　
）　
舒
新
城
編
『
中
国
近
代
教
育
史
資
料
』
下
冊
、
七
九
九
頁
。

１８
（
　
）　
鈴
木
智
夫
『
洋
務
運
動
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）

１９
一
五
六
頁
。

（
　
）　
上
海
機
器
織
布
局
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
智
夫
『
洋
務
運
動
の
研

２０
究
』、
と
く
に
第
二
編
第
一
章
・
第
二
章
。
日
清
戦
争
以
後
に
、

李
鴻
章
は
長
年
の
希
望
で
あ
っ
た
中
国
綿
花
を
原
料
と
す
る
洋
式
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綿
布
生
産
へ
と
転
換
を
進
め
始
め
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
同
書

を
参
照
の
こ
と
。

（
　
）　
董
文
編
前
掲
書
、
四
～
五
頁
。
こ
の
教
科
書
に
は
製
本
中
の
手

２１
縫
い
の
場
面
（
一
八
～
一
九
頁
）
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
い
わ
も
と
　
し
ん
い
ち
・
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
、

同
大
学
非
常
勤
講
師
）


